


　2011年は、１月からの豪雪、長野県北部地震、平成23年７月新潟・福島豪雨と大きな災害に見舞

われました。一方で、世田谷交流20周年、なかさと交流会20周年、中国江蘇省江陰市への訪問と、

地域間交流の節目の年でもありました。「絆
きずな

」の大切さを感じることができた一年を振り返ります。

2011年を振り返る2011年を振り返る

◆市内平均積雪深が332㎝となり、十日町市豪雪災害対

策本部が設置される

◆上野保育園改築完成、保育開始

１月

◆市役所本庁で住民票などの証明書自動交付機が稼働

◆地域発信型映画「雪の中のしろうさぎ」が市内で撮影

される

◆本町２丁目に「ふらっとステーション」がオープン

◆十日町市ビジネスコンテスト「トオコン」本選会開催

２月

◆長野県北部地震発生、十日町市では震度６弱を記録

◆市の一部の機関が、川西庁舎、中里庁舎に移転

◆なかさと交流会が20周年を迎え、40回目の交流が中

里地域内を中心に行われる

◆ソニー㈱とCO2排出量削減国内クレジット譲渡契約

に調印

◆平成22年度市政功労者表彰に23人が受賞

◆十日町市行政創造プラン2011（第２次行政改革大綱）

　を策定

３月

◆小中一貫教育 モデル中学校区での試行開始

◆市税がコンビニエンスストアでも納付可能になる

◆十日町地域消防署しぶみ分署が完成し、業務開始

◆新潟県議会議員一般選挙

◆原付バイクなどのご当地ナンバープレート交付開始

◆ファミリー・サポート・センターのサービス開始

◆川西子育て支援センター「えくぼ」がオープン

◆大地の芸術祭が平成22年度文化庁長官表彰を受賞

◆まつだい郷土資料館など、３つの文化財が新たに市指

定文化財に指定

４月

◆協働のまちづくり「新しい公共モデル事業」が始まる

◆とおかまち市民討議会2011開催　中心市街地について話し合う

◆複合型介護施設「よしだ」が完成、サービス開始

◆イタリアの姉妹都市コモ市からハープ演奏者ファビウス・コンステーブルさんが被災の慰問

のため来訪

◆東京都と十日町市をつなぐ新潟十日町無料直通バス「緑
グ リ ー ン ラ イ ナ ー

の直行便」サービス開始

５月

◆世田谷交流20周年を迎え、記念の植樹式を開催

◆松之山地域に国内トップクラスのなめこ工場完成

◆（仮称）十日町市市民文化ホール建設検討委員会が始

まる

６月

◆新潟・福島豪雨災害発生

◆スマートフォン用アプリ「Layar」による「とおかま

ちナビ」サービス開始

◆十日町市農業委員会委員一般選挙

◆中里地域で交通死亡事故ゼロ1,500日を達成

◆十日町市節電エコポイント事業実施（〜９月）

７月

◆十日町市子育て応援サイト「めごめご.net」オープン

◆地震および豪雨の影響で県指定天然記念物「中尾の大

杉」が倒れる

◆第２次重点改革プランを策定

◆映画「SPEC 〜天」が市内で撮影される

◆笹山遺跡で国宝火焔型土器の出土から29年の時を経

て、学術発掘を開始

◆第62回新潟県消防大会ポンプ操法競技会で中里方面

隊第４分団が22年ぶりの優勝

８月

◆路線バス未運行地区でデマンド型乗合バスが運行開始

◆松之山地域で、初めてのヒルクライムチャレンジシ

リーズ開催

◆十日町市中心市街地活性化基本計画第１次骨子を策定

９月

◆「トオコン」最優秀賞企画を事業化した「十菓町ス

イーツグランプリ2011」開催

◆十日町市公立保育園の統廃合及び民営化計画を策定

◆本町分庁舎ウィンドウギャラリーがオープン

◆各国の大使館を対象に、越後妻有地域の観光資源に

対するCS（顧客満足度調査）ツアーを実施

◆十日町市行政使節団が中国江蘇省江陰市を訪問

◆「大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ

2012」企画発表会開催

10月

◆十日町市中心市街地活性化市民シンポジウム開催
11月

◆十日町市ビジネスコンテスト「トオコンseason2」

本選会開催

◆松之山温泉で進めてきた国内初のバイナリー地熱発

電実証試験設備（最大年間41万6,000kW・一般家

庭100戸分）が完成

12月

2011　主なできごと

　長野県北部地震では、中尾集落など松之山
地域を中心として大きな被害を受けました。

　平成26年度より全中学校区で実施する小
中一貫教育。モデル中学校区で小中学校間
での乗り入れ授業が行われました。

　最大雨量１時間あたり121㎜の記録的な豪
雨により市内各地で甚大な被害が発生。田
麦地内の羽根川は対岸までの土砂崩れで一
時ダム状態になりました。

　笹山遺跡の再発掘に合わせ、市民の発掘
体験も実施されました。

　訪問した中国江蘇省江陰市では、旅行会社な
どを集めて、十日町市をPRしました。

　イタリアコモ市のハープ演奏者コンステー
ブルさんが奴奈川小学校などを慰問。ハープ
の優しい音色で子どもたちを元気づけました。

2市報とおかまち　平成23年12月25日号市報とおかまち　平成23年12月25日号3



開
催
を
来
年
に
控
え
た
大
地
の
芸
術
祭
�
そ
の
冬
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
越

後
妻
有
２
０
１
２
冬
﹂が
２
月
下
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
�

こ
の
地
域
の
冬
に
し
か
体
験
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
�
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
�

■
問
合
せ

 

﹁
大
地
の
芸
術
祭
の
里
﹂
総
合
案
内
所
 
☎
５
９
５
︱
６
６
８
８

 
観
光
交
流
課
 
☎
７
５
７
︱
２
６
３
７

大久保絵里さんが
新雪マラソンで走ります

大久保絵里さんの主な実績

　１月２日㈪の第33

回新雪マラソンに、第

38回BMWベルリンマ

ラソンで、日本人最高

位の９位になった大久

保 絵 里 さ ん（ セ カ ン

ドウインドAC ）がゲ

ストランナーとして参

加することになりまし

た。市民の皆さんの応

援をお願いします。

2002年 ２ 月　青梅マラソン10㎞
2003年 11月　名古屋ハーフマラソン
2007年 11月　東京国際女子マラソン
2009年 11月　大田原マラソン
2011年 ９ 月　BMWベルリンマラソン

優　勝
第２位
第10位
優　勝
第９位

「あるべき新文化ホールの建設に向けて」
（仮称）十日町市市民文化ホール建設検討委員会

ー 中間報告会のご案内 ー
　市民文化ホールの建設に向けた、検討状況をお知らせ

する中間報告会を開催します。おおぜいの皆さんから、

来場いただき、テーマごとにご意見・ご要望などをお聴

かせください。

■日時：１月10日㈫午後７時〜９時

■会場：市民会館　※事前申込み不要

■経緯：市民会館・中央公民館は、昭和46年の竣工以来、

芸術文化活動の拠点として多くの市民に利用されてい

ます。しかし、老朽化や中越大震災の被害などによっ

て建替えが必要な状況です。

　　そこで、（仮称）十日町市市民文化ホール建設検討

委員会（委員長：桜井俊幸さん）では、今年６月に市

長から諮問を受け、新文化ホールの「建設位置、規模・

機能、管理運営計画、名称など」について検討を進め

てきました。

■問合せ：（仮称）十日町市市民文化ホール建設検討委

員会事務局（生涯学習課文化振興係内☎757-5011）

　
夏
と
秋
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

を
招
待
し
、
地
元
・
こ
へ
び
隊
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
、

体
験
や
講
座
を
提
供
し
て
き
た
越
後
妻

有
の
林
間
学
校
は
、
冬
も
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

　
今
回
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門

家
を
講
師
に
迎
え
る
予
定
で
す
。

　
林
間
学
校
の
コ
ー
ス
へ
の
参
加
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
単
独
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

み
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
開
催
日
・
講
師

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

●
開
催
日

：

１
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

●
講
師

：

お
お
た
か
静
流
（
ミ
ュ
ー
ジ

シ
�
ン
）、
森
ま
ゆ
み
（
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
）

【
Ｃ
コ
ー
ス
】

●
開
催
日

：

２
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

●
講
師

：

高
橋
匡
太
（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）、
森
繁
哉
（
現
代
舞
踏
家
）
ほ

か

【
Ｄ
コ
ー
ス
】

　
３
月
開
催
予
定

　
講
師
な
ど
の
詳
細
未
定

■
料
金

●
単
独
プ
ロ
グ
ラ
ム

：

大
人
１
、
０
０

０
円
、
子
ど
も
５
０
０
円

●
ツ
ア
ー
料
金

：

大
人
２
０
、
０
０
０

円
、
子
ど
も
１
０
、
０
０
０
円
（
１

泊
４
食
、プ
ロ
グ
ラ
ム
間
の
移
動
費
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
座
な
ど
の
体

験
料
、
温
泉
利
用
料
込
み
）

※
Ａ
コ
ー
ス
は
受
付
を
終
了
し
ま
し
た

越
後
妻
有
の
林
間
学
校

‐

冬

　「
雪
と
ア
ー
ト
」
と
い
う
大
地
の
芸

術
祭
が
生
ま
れ
た
越
後
妻
有
な
ら
で
は

の
斬
新
な
企
画
が
今
年
も
実
現
し
ま

す
。
会
期
中
の
２
日
間
だ
け
の
特
別
な

ア
ー
ト
作
品
の
展
開
や
音
楽
・
ダ
ン
ス

な
ど
の
楽
し
い
体
験
が
で
き
ま
す
。

■
開
催
日

：

２
月
25
日
㈯
・
26
月
㈰

■
会
場

：

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
周
辺

■
料
金

　
前
売
り

：

大
人
１
、
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
５
０
０
円

　
当
日

：

大
人
１
、
３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
７
０
０
円

※
２
日
間
有
効
・
ま
つ
だ
い「
農
舞
台
」、

ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
入
館
料
込
み

※
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」、
本
町
分
庁

舎
な
ど
で
販
売

雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
内
容
　

・「
み
ん
な
で
か
ん
じ
き
ダ
ン
ス
︵
コ

ン
ド
ル
ズ
︶﹂︵
25
日

：

午
後
１
時
30

　
分
〜
４
時
の
間
︶
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
コ
ン
ド
ル
ズ
振
り
付
け
に
よ
る

「
か
ん
じ
き
ダ
ン
ス
」
を
、
か
ん
じ

き
を
履
い
て
参
加
者
全
員
で
楽
し
く

踊
り
ま
す
。

・﹁G
ift for F

roze
n V

illa
g
e
 

２
０
１

２
︵
高
橋
匡
太
︶﹂︵
25
日

：

午
後
５

時
30
分
〜
７
時
30
分
︶
約
１
万
個
の

L
E
D
の
光
の
た
ね
を
来
場
者
一
人

ひ
と
り
が
雪
原
に
植
え
、
一
夜
限
り

の
幻
想
的
な
花
畑
を
つ
く
り
ま
す
。

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
︵
25
日
・
26
日

：

時
間
未
定
︶
日

豪
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
来
年
の
大

地
の
芸
術
祭
で
再
建
を
予
定
し
て
い

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス
の
関

連
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
作
家
が
約
１
か
月
間
地
元

に
滞
在
し
、
雪
を
使
っ
た
ア
ー
ト
に

挑
戦
し
ま
す
。（
助
成

：
平
成
23
年

度
文
化
庁
文
化
芸
術
の
海
外
発
信
拠

点
形
成
事
業
）

・﹁
ド
ン
チ
�
ン
ひ
び
く
雪
原
の
楽
団

︵
三
田
村
管
打
団
？
︶﹂︵
25
日

：

午

後
１
時
30
分
〜
４
時
の
間
�
26
日

：

正
午
〜
午
後
１
時
︶ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
太
鼓
に
あ
ひ
る
笛

な
ど
、
ち
ん
ど
ん
屋
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
楽
し
い
曲
が
雪
原
に
響
き
ま
す
。

・﹁
雪
の
ギ
�
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
２
０
１

２
・
雪
国
ロ
マ
ン
・
大
ぞ
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト︵
雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

新
潟
ユ
ニ
ッ
ト
︶﹂︵
25
日

：

午
前
10

　
時
〜
午
後
５
時
�
26
日

：

午
前
10
時

〜
午
後
１
時
︶
雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
の
常
連
、
新
潟
在
住
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
多
様
な
雪
の
ア
ー
ト
を
展

開
し
ま
す
。

・﹁
越
後
妻
有 

芸
能
風
土
記
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
雪
渡
り
︵
森
繁
哉
︶﹂︵
26
日

：

午
前
11
時
〜
正
午
︶
現
代
舞
踏
家
・

森
繁
哉
さ
ん
が
芸
能
風
土
記
の
一
幕

と
し
て
、
ジ
プ
シ
ー
音
楽
に
の
せ
て

春
の
訪
れ
を
披
露
し
ま
す
。（
原
作

：

宮
沢
賢
治
、演
出

：

森
繁
哉
、出
演

：

里
山
ダ
ン
ス
事
務
所
、
助
成

：

㈶
地

域
創
造
）

雪
の
運
動
会

　
今
回
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、

地
元
や
被
災
地
の
親
子
、大
学
生
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
人
た
ち
が
参
加
す
る
運
動
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

：

２
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

■
会
場

：

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
周
辺

特
設
会
場

■
参
加
費

：

無
料

■
企
画
協
力

：

鞍
掛
純
一
＋
日
本
大
学

　
芸
術
学
部
、
衣
装
協
力

：

エ
ス
モ
ー
ド

※
詳
細
は
、
次
号
以
降
の
市
報
で
お
知

ら
せ
す
る
ほ
か
、
大
地
の
芸
術
祭
の

里
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.e

ch
ig

o
-tsu

m
a
ri.jp

/

）
で

も
掲
載
し
ま
す

越
後
妻
有 

２
０
１
２ 

冬
1

大
地
の
芸
術
祭
の
里

●
農
舞
台
ギ
�
ラ
リ
ー
曽
根
裕
展

 ︵
仮
称
︶（
２
月
予
定
）

●
絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館
特
別

 
開
館
（
２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

　
26
日
㈰
）

●
う
ぶ
す
な
の
家
 
ひ
な
ま
つ
り

と
植
葉
香
澄
展（
３
月
10
日
㈯
・

11
日
㈰
・
17
日
㈯
・
18
日
㈰
）

２
月
・
３
月
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

photo by Tadashi Maeyama

photo by Osamu Nakamura
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十
日
町
市
事
務
支
援
員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

2012 市内クロスカントリー競技大会開催予定

　このたび、国において「平成23年度における

子ども手当の支給等に関する特別措置法」が制定

され、子ども手当の受給者と保育料を支払うべき

扶養義務者が同一である場合は、市町村の判断に

よって、子ども手当を支給する際に、保育料を特

別徴収（天引き）することができるようになりま

した。

　これを受けて、市では平成24年２月に支給す

る子ども手当から、保育料の特別徴収を実施する

ことにしました。

　該当となる保育料は平成23年10月分から24年

２月分までで、特別徴収の対象となる人には後日

個別にお知らせします。

■問合せ

　子育て支援課保育園係

　☎757-9169

子ども手当から
保育料の特別徴収ができるよう

になりました

 
２
０
０
９
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
の
開
催
会
場
と

な
�
た
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
は
�
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の

練
習
場
と
し
て
�
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
�
冬
期
間
の
体
力
増
進
や
健
康

維
持
の
た
め
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
�

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
が
利
用
で
き
ま
す

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
場
の
利
用
方
法

●
開
場
日
時

12
月
中
旬
〜
３
月
下
旬
の
平
日
午
後

１
時
〜
６
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
積
雪
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

●
使
用
方
法

・
使
用
前
に
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ハ
ウ
ス
２
階
受
付
で
使
用
料
金
を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
休
憩
は
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
本
部
１
階
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ハ

ウ
ス
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ハ

ウ
ス
１
階
更
衣
室
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

●
使
用
料
金

【
専
用
使
用
料
】
１
時
間
当
た
り

○
十
日
町
市
内
・
津
南
町
の
住
民
や
団

体

：

１
、
５
０
０
円

※
十
日
町
市
内
・
津
南
町
以
外
は
２
、

２
５
０
円

○
市
内
の
小
・
中
学
生

：

無
料

○
市
内
の
高
校
生

：

４
５
０
円

※
授
業
や
部
活
動
で
練
習
す
る
場
合
の

使
用
料
で
す

【
個
人
使
用
料
】
１
回
の
入
場
に
つ
き

○
幼
児

：

無
料

※
高
校
生
以
上
の
同
伴
が
必
要

○
小
・
中
学
生

：

１
５
０
円

※
市
内
・
津
南
町
以
外
は
２
２
５
円

○
高
校
生
以
上

：

３
０
０
円

※
市
内
・
津
南
町
以
外
は
４
５
０
円

●
問
合
せ

：

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
７
５

６
︱
５
０
１
３
�
吉
田
ク
ロ
カ
ン
ハ

ウ
ス
☎
７
５
２
︱
３
１
０
３

大　　　会　　　名 開催日 会　　　場

第26回中越地区ジュニアクロスカントリースキー大会 １月５日㈭ 吉田クロスカントリー競技場

第61回全国高等学校スキー大会新潟県予選会
第55回新潟県中学校スキー大会　※同日開催

１月16日㈪
〜 18日㈬

吉田クロスカントリー競技場

上石巌記念
　第26回まつだいクロスカントリースキー大会

１月29日㈰ 松代クロスカントリー競技場

第７回十日町市小学校親善スキー大会 ２月４日㈯ 吉田クロスカントリー競技場

第62回松之山スキー競技大会 ２月５日㈰ 松之山クロスカントリー競技場

第41回十日町市民スキー選手権大会 ２月12日㈰ 吉田クロスカントリー競技場

郡市中学校新人クロスカントリースキー大会 ２月15日㈬ 吉田クロスカントリー競技場

吉田地区民スキー大会 ２月26日㈰ 吉田クロスカントリー競技場

カルフカップ
　第32回十日町クロスカントリースキー大会

３月10日㈯　
　〜 11日㈰

吉田クロスカントリー競技場

第26回松之山温泉
　クロスカントリースキー選手権大会

４月15日㈰
（予定）

大厳寺高原
特設クロスカントリー競技場

　平成24年２月に実施する経済センサス活

動調査は、国内全ての企業・事業所を対象に、

全産業分野の経済活動を同一時点で網羅的に

把握する唯一の調査です。調査の結果は、国

の各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や

商店街の活性化などの地域行政のための基礎

資料として利活用されます。

　支社などのない事業所などには、調査員が

直接伺って調査票を配布し、支社などを有す

る企業には、国・都道府県及び市が民間事業

者を通じて本社などに調査票を郵送します。

　調査票は、１月末日までにお届けしますの

で、２月１日以降に提出してください。調査

の趣旨・必要性をご理解いただき、回答にご

協力ください。

■問合せ：総務課行政管理係　☎757-9913

経済センサス活動調査を
実施します

平成24年

■
申
込
み
・
問
合
せ

：

総
務
課
人
事
係

 
☎
７
５
７
︱
９
７
８
７

　
一
般
行
政
事
務
を
積
極
的
に
支
援
す

る
事
務
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

：

３
人
程
度

●
応
募
資
格

　
４
年
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は
24
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人（
年
齢
制
限
な
し
）

※
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど
、
市
外
の
人

の
応
募
も
可
能
で
す

●
選
考
方
法

【
１
次
試
験

：

書
類
選
考
】

　
　
履
歴
書
、
小
論
文
を
基
に
選
考
し

ま
す

　
※
結
果
は
１
月
下
旬
に
書
面
で
通
知

【
２
次
試
験

：

面
接
試
験
】

期
日
＝
２
月
12
日
㈰

　
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　（
市
役
所
隣
）

※
結
果
は
２
月
下
旬
に
書
面
で
通
知

●
必
要
書
類

①
指
定
様
式
の
履
歴
書
（
全
て
自
筆

で
記
入
し
、
写
真
を
貼
り
付
け
）

②
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
ま
た
は

卒
業
証
書
の
写
し

③
小
論
文
（
テ
ー
マ
「
十
日
町
と
私

の
未
来
」、
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
２
枚
以
内
に
自
筆
で
記
入
。

ワ
ー
プ
ロ
は
不
可
）

　
※
①
の
用
紙
は
人
事
係
に
配
置
。
市

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
申
込
み
方
法

　
１
月
４
日
㈬
〜
20
日
㈮
の
間
に
、
持

参
（
本
人
以
外
も
可
、
受
付
は
平
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
ま
た

は
郵
送
で
必
要
書
類
を
人
事
係
へ
提
出

（
１
月
20
日
必
着
）

●
任
用
期
間

　
24
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
の
６
か

月
間
（
成
績
優
秀
な
場
合
、
以
後
６
か

月
ご
と
に
最
長
５
年
間
更
新
さ
れ
る
場

合
あ
り
）

●
勤
務
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
の

７
時
間
勤
務（
休
憩
時
間
１
時
間
あ
り
）

●
休
日

：

土
・
日
曜
日
、
祝
日

●
賃
金

：

月
１
５
５
、
４
０
０
円
（
時

給
１
、
１
１
０
円
、
月
20
日
勤
務
し
た

場
合
）

●
社
会
保
険
な
ど

：

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
、
雇
用
保
険
に
加
入

●
手
当

通
勤
手
当

：

通
勤
距
離
に
応
じ
て
支
給

（
上
限
あ
り
）

時
間
外
勤
務
手
当

：

時
間
外
勤
務
を
し

た
場
合

※
そ
の
ほ
か
の
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
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職員給与をお知らせします
　市民の皆さんのご理解をいただくため、十日町市及び

十日町地域広域事務組合の給与・定員管理などをお知ら

せします。

■平成23年度職員給与費の状況（普通会計予算）

※１　普通会計から支出する職員の給与です
※２　職員手当には退職手当を含みません
※３　給与費は６月補正予算に計上された額です

職員数
（Ａ）

給　　　　与　　　　費 1人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

527人
20億5,660万

5,000円
3億2,287万

1,000円
6億7,911万

5,000円
30億5,859万

1,000円
580万
3,777円

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成23年４月１日現在）

※１　十日町市の条例に基づく給料表の級区分による職員数です
※２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です
※３　「一般行政職」には、国での給料表が異なる職員（税務職・福祉職など）
　　　は含みません

区分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

７級 部長 4 1.0

６級 部長・支所長・課長・局長 16 3.9

５級 課長・室長・参事・課長補佐 55 13.5

４級 課長補佐・副参事・係長・主査・主査技師 127 31.1

３級 係長・主査・主査技師・主任・主任技師 138 33.7

２級 主事・技師 48 11.7

１級 主事・技師 21 5.1

計 409 100.0

（平成23年４月１日現在）

※１　経験年数は、十日町市に採用される前に民間企業などの勤務経験がある場合は、その期間を換算し採用後の年数に加えた年数です。学校卒業後すぐに
採用された場合は、採用後の年数です

※２　経験年数区分に該当する職員がいないため、直近の経験年数で平均額を算出しています

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分
十　日　町　市 新　　潟　　県

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 250,457円 297,320円 341,171円 260,899円 321,537円 363,210円

高校卒
（勤続年数９〜 11年）

202,933円 246,600円 285,275円 212,692円 261,547円 311,017円

技能労務職 高校卒
（勤続年数13年）

214,350円
（勤続年数17年）

243,200円 247,600円 − 248,967円 303,917円

職員給与をお知らせします

一般行政職大学卒

新潟県

十日町市

0

200

300

400

20
年

15
年

10
年

（千円）

（勤続）

新潟県

十日町市

技能労務職高校卒

新潟県

十日町市

0

200

300

400

20
年

15
年

10
年

（千円） 一般行政職高校卒

（勤続）

0

200

300

400

20
年

15
年

10
年

（千円）

（勤続）

■職員の平均年齢、平均給料月額の状況

区　分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

十日町市 43.3歳 313,800円 50.2歳 292,800円

新 潟 県 42.8歳 336,361円 49.0歳 350,065円

国 42.3歳 327,205円 49.5歳 283,862円

（平成23年４月１日現在）

※職員数は特別職以外の
一般職に属する職員数
で、派遣法に基づき他
団体に派遣されている
職員や特別会計の職員
を含みます

■部門別職員数の状況

職員数
（平成22年）

職員数
（平成23年）

一

般

行

政

部

門

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

5

122

30

122

45

3

55

35

54

4

109

28

118

46

3

48

36

51

小　　計 471 443

特別行
政部門 教　　育 92 84

普 通 会 計 計 563 527

公
営
企
業
等

病　　院

水　　道

下 水 道

そ の 他

13

20

19

28

12

19

18

26

小　　計 80 75

合　　　計 643 602

部門
区分

（平成23年４月１日現在）

一般行政部門
443人
（73.6％）

特別行政
部門（教育）
84人（13.9％）

公営企業会計等
部門　75人
（12.5％）

（平成23年４月１日現在）

※初任給は、それぞれの区分の学校卒業後すぐに採用された場合で、３％の特例減額後の月額です

■職員の初任給の状況

区　　　分 十　日　町　市 新　　潟　　県 国

一　般
行政職

大学卒 167 , 100円 178 , 800円
（Ⅰ種）　181 , 200円

（Ⅱ種）　172 , 200円

高校卒 135 , 900円 144 , 500円 （Ⅲ種）　140 , 100円

実
績
に
応
じ
て
支
給

時間外勤務手当 時間外勤務を命じられた場合に支給 当市と同じ 当市と同じ

特殊勤務
手　　当

●著しく危険、不快または不健康、そのほか著しく特殊な勤務に従
事したときに支給

・徴収手当・滞納処分手当・用地交渉手当・行旅死病人取扱手当
・保健手当・防疫等作業手当・動物死体処理手当・雪害作業手当
・放射線取扱作業手当

同様の手当あり
同様の手当
あ　　　り

・特地診療手当・休日診療手当・介護認定審査会手当 な　し な　し

そ
　
　
の
　
　
他

期末・勤勉
手　　当

支給割合
６月期
12月期

計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.6月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

当市と同じ

当市と
同　じ

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

寒冷地手当 世帯の状況に応じて最高月額17,800円（11月から３月まで支給）

当市と同じ
退職手当

（支給率）　　　　　　
勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

そのほかの加算措置　定年前早期退職特例措置（２％〜 20％加算）

■特別職の報酬などの状況

区　　　　分 給料月額など 期末手当

給料
市　　　　長
副 　 市 　 長
教 　 育 　 長

749 , 900円
584 , 100円
563 , 100円

（23年度支給割合）
2.9月分

報酬
議　　　　長
副 　 議 　 長
議　　　　員

392 , 000円
316 , 000円
300 , 000円

（23年度支給割合）
3.15月分

（平成23年４月１日現在）

十 日 町 市

■職員手当の状況

区　　分 十日町市の内容 県の内容 国の内容

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

扶養手当
●配偶者…………………………… 13,000円
●その他……………………………各6,500円

当市と同じ

当市と
同　じ

住居手当
●借家で月額12,000円を超える家賃を支払っている場合…家賃の額

に応じて最高27,000円
●借家で月額10,000円以上の

家賃の場合…最高27,000円

通勤手当

●交通機関（電車・バスなど）利用者…負担している運賃の額に応
じて１か月当たり最高55,000円

●交通用具（自動車など）利用者…片道の距離に応じて最低（２㎞
以上５㎞未満）2,000円、最高（60㎞以上）24,500円

●電車・バスなど利用者…
　　　　　　　　当市と同じ
●自動車など利用者…
　　　　　　　最高44,100円

（平成23年４月１日現在）

※給料月額は、市長は10％、副市長は６％、教育長は５

％の特例減額後の月額です

※議長は年額141,120円、副議長は年額113,760円、議員は

年額108,000円を期末手当から特例減額しています
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職員数
（平成22年）

職員数
（平成23年）

一般行政部門 組 合 事 務 局 3 3

消 防 部 門

消 防 本 部

消 防 署（ 本 署 ）

西 分 署

南 分 署

し ぶ み 分 署

松 代 分 遣 所

松 之 山 分 遣 所

18

45

16

17

ー

10

10

17

47

16

17

17

ー

ー

小　　　計 116 114

医 療 部 門 家畜指導診療所 3 3

合　　　　　計 122 120

※１　消防部門の消防本部には新潟県消防学校などへの入校職員を含んでいます

■部門別職員数の状況

部　　門
区　　分

（平成23年４月１日現在） ■特別職の報酬の状況 （平成23年４月１日現在）

報
　
　
　
酬

区　分 報酬年額 区　分 報酬年額

管 理 者

副管理者

32,000円

30,000円

消防団長
副 団 長
分 団 長
副分団長
部　　長
班　　長
団　　員

112,500円
85,000円
55,500円
41,000円
34,200円
24,000円
18,000円

議会議長

副 議 長

議　　員

32,000円

30,000円

30,000円

■平成23年度職員給与費の状況（普通会計予算）

※１　普通会計から支出する職員の給与です
※２　職員手当には退職手当を含みません

職員数
（Ａ）

給　　　　与　　　　費 1人当たり
給与費

（Ｂ/Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

120人
４億3,597万
　　6,000円

１億1,823万
1,000円

１億4,103万
6,000円

６億9,524万
3,000円

579万
3,691円

※１　十日町地域広域事務組合の給与条例に基づく給料表の級区分による
職員数です

※２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成23年４月１日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

一
般
行
政
職

４級 係　長 1 33.3

３級 主　任 2 66.7

計 3 100.0

消
　
　
防
　
　
職

７級 消防監 1 0.9

６級 消防司令長 2 1.7

５級 消防司令長・消防司令 3 2.6

４級 消防司令・消防司令補 38 33.3

３級 消防士長・消防副士長 28 24.6

２級 消防副士長・消防士 28 24.6

１級 消防士 14 12.3

計 114 100.0

医

療

職

５級 家畜指導診療所長・家畜指導診療所副所長 2 66.7

４級 主任獣医師 1 33.3

計 3 100.0

■職員の平均年齢、平均給料月額の状況

※１　消防職・医療職については、国はそれぞれ公安職（一）、医療職（二）で掲載しています
※２　当組合の医療職については、給料の調整額（獣医師）を含んでいます

（平成23年４月１日現在）

区　　　分
一般行政職 消　防　職 医　療　職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

十日町地域広域事務組合 41.1歳 295,700円 37.9歳 292,900円 46.1歳 359,000円

新　　 潟　　 県 42.8歳 336,361円

国 42.3歳 327,205円 41.2歳 316,868円 44.5歳 312,446円

※１　一般行政職及び医療職は職員数が少ないため掲載していません
※２　経験年数は、当組合に採用される前に民間企業などの勤務経験がある場合は、その期間

を換算し採用後の年数に加えた年数です。学校卒業後すぐに採用されている場合は、採
用後の年数です

■職員の経験年数別平均給料月額の状況 （平成23年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

消　防　職 高校卒
（勤続年数９〜 11年）

250,931円
（勤続年数14〜16年）

289,767円
（勤続年数19〜21年）

335,967円

十日町地域広域事務組合 十日町地域広域事務組合
（平成23年４月１日現在）

区　　　分 十日町地域広域事務組合 新　　潟　　県 国

一　般
行政職

大学卒 167 , 100円 178 , 800円
（Ⅰ種）　181 , 200円

（Ⅱ種）　172 , 200円

高校卒 135 , 900円 144 , 500円 （Ⅲ種）　140 , 100円

消防職
大学卒 184 , 300円

高校卒 153 , 400円

医療職 大学卒 197 , 900円

■職員の初任給の状況

※初任給は、それぞれの区分の学校卒業後すぐに採用された場合で、３％の特例減額後の月額です

（平成23年４月１日現在）■職員手当の状況

区　　分 十日町市の内容 県の内容 国の内容

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

扶養手当
●配偶者…………………………… 13,000円
●その他……………………………各6,500円

当組合と同じ

当組合
と同じ

住居手当
●借家で月額12,000円を超える家賃を支払っている場合…家賃の額

に応じて最高27,000円
●借家で月額10,000円以上の

家賃の場合…最高27,000円

通勤手当

●交通機関（電車・バスなど）利用者…負担している運賃の額に応
じて１か月当たり最高55,000円

●交通用具（自動車など）利用者…片道の距離に応じて最低（２㎞
以上５㎞未満）2,000円、最高（60㎞以上）24,500円

●電車・バスなど利用者…
　　　　　　　当組合と同じ
●自動車など利用者…
　　　　　　　最高44,100円

勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給

夜間勤務手当
正規の勤務時間として午後10時から午前５時までの間に勤務した職
員に対し支給

当組合と同じ
当組合
と同じ休日勤務手当 休日などに勤務した職員に対し支給

時間外勤務手当 時間外勤務を命じられた場合に支給

特殊勤務
手　　当

●著しく危険、不健康などの業務に従事したときに支給

・災害出動手当・夜間消防手当・緊急車運転手当
・家畜指導診療業務手当

同様の手当あり
同様の手当
あ　　　り

そ
　
　
の
　
　
他

期末・勤勉
手　　当

支給時期
６月期
12月期

計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.6月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

当組合と同じ

当組合
と同じ

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

寒冷地手当 世帯の状況に応じて最高月額17,800円（11月から３月まで支給）

当組合と同じ
退職手当

（支給率）　　　　　　
勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

そのほかの加算措置　定年前早期退職特例措置（２％〜 20％加算）

消防職高校卒

0

200

300

400

20
年

15
年

10
年

（千円）

（勤続）
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食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら
の
食
事
指
導

と
メ
ニ
ュ
ー
の
説
明
を
受
け
て
か
ら
調

理
に
入
り
ま
し
た
。
塩
分
控
え
め
の
料

理
と
あ
っ
て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
主
婦
も
、

い
つ
も
は
使
わ
な
い
計
量
ス
プ
ー
ン
で

慎
重
に
調
味
料
を
計
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
調
理
が
終
わ
る
と
み
ん
な
で
試

食
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
味
の
感
想
な
ど
を

話
し
な
が
ら
、
楽
し
い
昼
食
会
に
な
り

ま
し
た
。
講
習
会
は
２
回
に
分
け
て
行

わ
れ
、
合
わ
せ
て
約
60
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
男
性
は
、「
普

段
、
家
で
は
料
理
を
し
な
い
が
、
み
ん

な
で
集
ま
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
話
を
し

な
が
ら
料
理

す
る
こ
と
が

楽
し
い
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。
　

小正月行事のお知らせ

越後の奇祭「むこ投げ・すみ塗り」

　
11
月
28
日
㈪
、
松
之
山
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
、「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ

ロ
主
催
に
よ
り
、
市
内
の
5
小
学
校
１

中
学
校
が
参
加
し
、
第
9
回
こ
ど
も
里

山
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
里

山
学
会
は
、
今
年
1
年
を
か
け
て
調
べ

た
地
域
の
自
然
や
文
化
、
暮
ら
し
に
関

連
す
る
総
合
学
習
な
ど
の
成
果
を
発
表

し
合
い
知
識
や
交
流
を
深
め
る
発
表
会

で
す
。
浦
田
小
学
校
の
発
表
で
は
、
全

校
児
童
で
「
太
鼓
を
通
し
た
地
域
と
の

結
び
つ
き
」
と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
同
校
で
は
、
今
年
の
3
月
に
発

生
し
た
長
野
県
北
部
地
震
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
浦
田
地
区
の
人
た
ち
に
、

自
分
た
ち
の
元
気
を
届
け
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
を
考
え
ま
し
た
。

　
20
年
ほ
ど
前
、
山
村
留
学
に
来
て
い

た
子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
た
太

鼓
演
奏
を
自
分
た
ち
が
学
び
、
地
区
の

人
た
ち
に
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
元
気

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
と
考
え
ま
し

　
12
月
２
日
㈮
と
９
日
㈮
、
千
手
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
、

川
西
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
「
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
料
理
講
習
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
、

会
員
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
作
る
料

理
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
塩
分
量
な
ど
を

意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、
主
菜
に
「
具

だ
く
さ
ん
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
の
お
ろ
し

大
根
か
け
」、
副
菜
と
し
て
「
小
松
菜

の
り
ん
ご
あ
え
」
と
「
ご
ま
味
噌
汁
」

の
３
品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
初
め
に
、

役割りを分担しながら調理します

おいしい料理に会話もはずみます

作
っ
て
食
べ
て
健
康
に 

〜
老
人
ク
ラ
ブ
料
理
講
習
会
〜

た
。
５
月
か
ら
地
域
の
指
導
者
を
学
校

に
招
き
、
週
1
時
間
ず
つ
練
習
を
重

ね
、
7
月
15
日
に
浦
田
地
区
の
老
人
会

「
高
砂
会
」
と
交
流
し
初
演
奏
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
8
月
下
旬
の
浦
田
地

区
芸
能
祭
や
10
月
の
さ
わ
ら
び
祭
（
文

化
祭
）、11
月
に
は
老
人
保
健
施
設
「
松

濤
園
」
で
の
慰
問
な
ど
で
披
露
し
、
地

域
に
元
気
を
届
け
た
様
子
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

第
９
回
こ
ど
も
里
山
学
会
開
催

総
合
学
習
の
成
果
を
発
表

　11月18日㈮、松之山地域の名老が一堂に集う

「名老百選・名老の集い」が松之山温泉の山の森

のホテル「ふくずみ」で開催されました。名老百

選事業は、各分野で活躍しているおおむね70歳

以上の高齢者を顕彰し、今後の活躍と良き指導者

として後継者の育成に寄与することを目的に制定

しています。この日は名老など33人が参加。新

たに重野和子さん（写真左２、下鰕池・77歳／

文化に関する部門「茶道」）が名老に認定され、

十日町市市民部の尾身部長から認定証が手渡され

ました。この日認定された１人を含め、現在71

人の名老が各分野で活躍しています。この日の集

いでも自慢のの

どや隠し芸が披

露され、名老の

健在ぶりを発揮

していました。

　
11
月
20
日
㈰
、
木
落
集
落
で
「
も
く
ら
く
ぞ
っ
き
（
木
落
そ
ば
ま

つ
り
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
の
集
落
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、

一
日
限
定
で
「
蕎
麦
亭
も
く
ら
く
」
に
名
前
を
変
え
て
の
営
業
で
す
。

地
元
の
有
志
「
蕎
麦
づ
く
り
な
い
と
く
ら
ぶ
」
の
主
催
に
よ
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
木
落
で
採
れ
た
そ
ば
を
、
地
元
の
ほ
か
多
く
の
人
に

食
べ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
、
今

年
で
16
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
つ
な
ぎ
に
布
の
り
を
使
用
し
た

打
ち
た
て
ゆ
で
た
て
の
そ
ば
は
、
つ

る
つ
る
で
歯
ご
た
え
も
十
分
。
こ
の

お
い
し
い
そ
ば
が
５
０
０
円
で
食
べ

放
題
と
あ
っ
て
、
会
場
は
大
盛
況
で

し
た
。
多
く
の
人
が
訪
れ
、
皆
さ
ん

お
い
し
そ
う
に
そ
ば
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　千手小学校では、平成22年に始まった校舎の

改修・改築工事が完

了 し、11月28日 ㈪

から新しい教室での

授業が始まっていま

す。12月11日 ㈰ に

は、竣工記念式典が

執り行われ、児童や

教職員のほか、多く

の来賓が参加して、

新しい校舎の完成を

祝いました。

　式典では、実行委

員長や来賓のあいさ

つに続いて、児童による「喜びの言葉」が披露さ

れ、「新しい校舎に負けないよう、明るく元気で、

思いやりにあふれた、立派な千手小学校を作って

いきます」と、全校児童が声をそろえて宣言して

いました。

新たな名老 1人を認定

名老の集い開催

　むこ投げは、前の年に結婚したお婿さんを若い

衆が薬師堂まで担ぎ上げ、坂の上から約５m崖下

の雪だまりに投げるという荒っぽい行事です。す

み塗りは、さいの神が下火になると灰を手に取っ

て雪と混ぜ合わせ、「おめでとう」と言い合いな

がら誰彼なく顔に塗り合い、今年一年の無病息災

と家業繁栄を祈ります。

◆日　時：１月15日㈰、午後２時 湯守処「地炉」

　出発、２時30分〜むこ投げ、３時〜すみ塗り

◆会　場：松之山温泉街奥「薬師堂」付近

◆問合せ：市観光協会松之山支部　☎596-3011

待望の新校舎完成

千手小学校竣工記念式典
おいしいそばが食べ放題

「もくらくぞっき」で舌鼓

全校児童の気持ちが込められた
「喜びの言葉」

木のぬくもりを感じる新しい教室

満員御礼の「蕎麦亭もくらく」
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道
を
通
っ
て
村
は
ず
れ
に
行

き
、
化
け
物
屋
敷
に
入
り
ま
し

た
。
見
た
と
こ
ろ
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
は
な
く
、
旅
の
疲
れ
も
あ

っ
て
石
原
は
す
ぐ
に
寝
入
り

ま
し
た
。

す
る
と
真
夜
中
、
裏
の
方
か

ら
ひ
た
ひ
た
と
足
音
が
近
づ
い

て
き
ま
す
。
目
を
さ
ま
し
た
石

原
は
、「
さ
て
は
化
け
物
の
ご

到
来
だ
な
」
と
身
構
え
て
待
ち

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
へ

現
れ
た
の
は
、
白
ひ
げ
を
伸
ば

し
た
一
人
の
ジ
サ
で
し
た
。
石

原
が「
お
前
は
何
の
化
け
物
だ
」

と
尋
ね
る
と
、
ジ
サ
は
、「
お

ら
は
黄
金
の
精
だ
。
長
い
間
こ

の
屋
敷
の
三
つ
の
井
戸
に
眠
っ

て
い
る
が
、
い
い
か
げ
ん
気
が

滅
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
黄
金
は

そ
っ
く
り
お
前
に
や
る
っ
け
、

早
く
明
る
い
ど
こ
へ
出
し
て
く

れ
」
と
言
う
と
、
そ
の
ま
ま
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

翌
朝
石
原
が
三
つ
の
井
戸
を

探
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
カ

メ
の
中
か
ら
黄
金
が
ざ
く
ざ
く

出
て
き
ま
し
た
。
石
原
は
黄
金

を
庄
屋
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い

き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
聞
き

ま
し
た
。
欲
の
な
い
庄
屋
は
、

「
い
ま
ま
で
化
け
物
を
お
っ
か

な
が
っ
た
ム
ラ
の
者
に
は
何
の

お
知
ら
せ
も
な
か
っ
た
。
お
前

さ
ん
の
度
胸
が
招
い
た
授
か
り

も
ん
だ
っ
け
、
も
ら
っ
て
お
か

っ
し
ゃ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

石
原
道
仙
は
そ
こ
で
商
売
を

始
め
、
繁
盛
し
て
大
金
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
勢

松
坂
に
移
っ
て
三
井
と
名
乗

り
、
さ
ら
に
商
い
を
広
げ
て
巨

万
の
富
を
築
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

新
座
に
は
、
石
原
長
者
屋
敷

跡
が
残
り
ま
し
た
。

〈
七
十
八
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ

と
。
大
晦
日
の
晩
、
新
座
の
ム

ラ
に
一
人
の
み
す
ぼ
ら
し
い
身

な
り
の
旅
人
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
ど
の
家
も
年
越
し
の
晩
で

に
ぎ
や
か
で
し
た
が
、
一
夜
の

宿
を
貸
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
困
っ
た

旅
人
は
庄
屋
の
家
を
訪
ね
、
ど

こ
か
泊
ま
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い

か
と
尋
ね
ま
し
た
。
庄
屋
は
、

「
泊
め
て
や
り
て
や
ん
は
や
ま

や
ま
だ
ど
も
、
ど
の
家
も
年
取

り
の
席
に
他
人
を
入
れ
る
こ
と

は
で
き
ね
。
村
は
ず
れ
に
空
き

家
が
一
軒
あ
る
っ
け
、
そ
こ
に

泊
ま
ら
ね
か
の
。
た
だ
し
、
化

け
物
が
出
る
ふ
だ
ど
も
⋮
」
と

教
え
ま
し
た
。

旅
人
の
名
は
石
原
道
仙
と

言
い
、
家
族
の
な
い
独
り
身
で

し
た
が
、
信
心
深
い
正
直
な
男

で
し
た
。
石
原
は
教
え
ら
れ
た

～山内写真館の世界～

（
新
座
）

  

の
巻

「
石
原
長
者 

」

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

�
★問合せ：中里公民館　☎763-2493

十日町高校定時制のクリスマス茶話会
　● 撮影時期：昭和32年12月

　● 撮影場所：本町西１　十日町高校図書館

　夜間の勉強を終えた後、定時制課程の

生徒たちが集って、クリスマス会を開き

ました。教員のアコーディオン伴奏で「き

よしこの夜」を歌い、仕事の疲れも忘れ

て、楽しいひと時を過ごしました。

●問合せ：情報館　☎750-5100

【１月の番組情報】☆１月の星空（定期番組）

☆「見逃せない！ 2012天文ショー」（企画番組）

投影日：１月８日㈰・15日㈰・22日㈰

投影時間：午前11時〜（約40分間）

　2011年もあとわずか。今年も多くの天文現象が

ありましたが、来年も魅力ある天文現象が目白押し

です。

　その注目の一つが金環日食です。平成24年５月

21日㈪の朝、太平洋側を中心に見ることができま

す。月の見かけの大きさが太陽よりも大きいときに

起こる皆既日食に対し、太陽よりも小さいときに起

こる日食が金環日食で、珍しいリング状の太陽を見

ることができます。今回は中心線が太平洋側を通過

しますので、リング状の太陽を見るためには、福島

県郡山市〜群馬県沼田市〜長野県上田市を結ぶ線よ

りも南へ移動する必要があります。

　十日町市では午前６時21分過ぎに太陽が欠け始

め、午前７時36分頃に最大で93％欠け、午前９時

３分過ぎに元の太陽に戻ります。完全な金環日食と

はなりませんが、図のような特徴的な形の太陽像を

観察することができるでしょう。また太陽自体だけ

でなく、周囲の明るさの変化にも注目してみてくだ

さい。なお、太陽観察は大変危険を伴います。新聞

や雑誌、テレビなどで紹介される注意事項を確認し、

安全に観察するよう心がけてください。

　このほかにも、金

星食や金星の日面通

過（金星が太陽面を

通過していく現象）

など、来年の天文界

は話題に事欠かない

一年となります。
※図は㈱アストロアーツ
　のステラナビゲータを
　使用して作成

５月21日午前７時36分の太陽（十日町市）

村
山
雄
喜
生
徒
会
長

─

先
輩
が
築
い
て
く
れ
た

松
之
山
中
学
校
に
工
夫
を
加
え
、
さ
ら
に
良
い

学
校
に
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
委
員
会
活
動
も
た
い
へ
ん
積
極
的
で
、
各

委
員
会
の
連
携
も
よ
く
と
れ
て
い
ま
す
。
人
数

が
少
な
い
学
校
な
の
で
、
仲
が
よ
く
、
協
力
的

で
す
。
一
人
ひ
と
り
に
役
割
が
あ
り
、
全
員
で

活
動
で
き
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

平
野
雄
介
先
生

─

今
年
の
生
徒
会
は
、
創
意
工

夫
の
意
志
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
文
化

祭
の
劇
で
も
、
今
年
は
広
島
派
遣
に
参
加
し
た

会
長
、
副
会
長
が
平
和
へ
の
誓
い
を
述
べ
ま
し

た
。
保
護
者
、
地
域
の
人
に
生
徒
会
の
様
子
や

思
い
を
伝
え
た
い
と
が
ん
ば
る
姿
に
感
心
し
ま

し
た
。
今
年
培
っ
た
良
い
部
分
を
、
来
年
度
の

さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

松之山中学校「ハートウォーミングスクール運動」

　松之山中学校生徒会は、スローガン「百
ひゃく

尺
しゃく

竿
かん

頭
とう

一歩を進む」のもと、ハートウォー

ミングスクール運動を進めています。全校生

徒60人の一人ひとりが心温まる取り組みを

行うもので、あいさつ運動、松中オリンBig

など、年間を通して取り組みを行っています。

　文化祭では、生徒だけでなく地域の人にも

活動を知ってもらうため、活動紹介の劇を行

いました。これからも全校生徒が連携しなが

ら一丸となって取り組みます。
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◆作り方
①洗った米をザルにあげ、分量の水に30分くらい

浸す。

②新しょうがは、せん切りにする。

③油揚げは湯抜きし、両面焼き、5㎜×2㎝角に切る。

しょうゆ少々をからめる。

④①にＡを入れ②、③をのせて炊飯する。

⑤炊きあがったら、全体をかき混ぜ合わせる。

⑥⑤を茶碗に盛りつけ、いりごまを散らし、三つ葉を

飾る。

※しょうがは温熱性食品とさ

れ、体を温める効果があると

言われています

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

﹁
だ
い
じ
ん
が
�
﹂
み
�
け
！

No.16

　平成22年度に「にいがた十日町市食の協

議会」で地元食材にこだわって開発した、新

しい米料理のメニューを紹介します。レシピ

は市及び市観光協会のホームページにも掲載

しています。●問合せ：産業観光企画課　☎757-3691

新

●問合せ 産業観光企画課　☎757-3691

新新
を食べようを食べよう
米を使ったレシピ集⑨

新しょうがご飯

“ゆるキャラ観光大使”ネージュ

■
問
合
せ

：

学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

　ネージュは、平成６年に開催された「第45

回十日町雪まつり」で、十日町雪まつりのマス

コットキャラクターとしてデビュー。「ＺＵＣ

Ｃａ」ブランドで有名な松之山出身の小野塚秋
あき

良
ら

さんがデザインしました。ネージュはフラン

ス語で「雪」を意味します。

　最近のゆるキャラブームで、ネージュは出演

の機会が増え、どのイベントに出かけても子ど

もたちに大人気です。

　市が交付している原付バイクのナンバープ

レートには、この４月からネージュのデザイン

を入れています。市観光協会では、ネージュの

デザイン入り観光名刺やプレゼント用の文房具

を制作し、ＰＲしています。

ゆるキャラグランプリ2011で35位

　インターネット投票でゆるキャラ日本一を決

める「ゆるキャラグランプリ2011」にエント

リーしたネージュは、17,120票を獲得し、349

体中35位と健闘しました。次回はさらに上位

を目標に、全国のゆるキャラナンバーワンを目

指します。

雪
が
も
た
ら
す
め
ぐ
み

　
雪
に
対
し
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
も

ち
ま
す
か
。
十
日
町
市
は
雪
に
苦
し
め

ら
れ
た
歴
史
も
あ
る
こ
と
か
ら
、�
雪

は
邪
魔
者
�
と
考
え
る
人
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
雪
は
多
く
の
め
ぐ
み
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
が
、
雪
解
け
水
が
棚
田
の
水
源
に

な
る
こ
と
。
十
日
町
市
の
年
間
降
水
量

で
は
、４
〜
５
月
が
最
も
少
な
い
た
め
、

田
植
え
時
期
に
十
分
な
水
量
が
あ
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
冬
季
に
降

り
積
も
っ
た
雪
が
じ
わ
じ
わ
と
解
け
て

流
れ
込
む
こ
と
で
、
田
植
え
時
期
で
も

豊
富
な
水
量
が
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雪
解
け
水
は
通
常
の
水
に
比
べ

生
理
活
性
が
高
い
と
い
う
研
究
者
も
い

て
、
雪
解
け
水
が
米
に
与
え
る
効
果
も

期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
雪
が
、
他
地
域
に
は
な
い
独
自
の
自

然
環
境
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と
も
め

ぐ
み
の
一
つ
で
す
。
ユ
キ
ツ
バ
キ
を
は

じ
め
、
雪
の
少
な
い
地
域
で
は
決
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
植
物
が
数
多
く

あ
り
、
日
本
の
生
物
多
様
性
を
高
め
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で

す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
資
源
、
雪
室
や
雪
冷

房
、
農
作
物
へ
の
活
用
な
ど
、
雪
を
用

い
た
産
業
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
降
り
積
も

る
雪
も
な
ん
だ
か
い
と
お
し
く
思
え
て

き
ま
せ
ん
か
。

　
現
在
、
キ
ョ
ロ
ロ
で
は
雪
の
め
ぐ
み

を
伝
え
る
「
雪
展 

｜

新
発
見
、再
発
見
、

珍
発
見

｜ 

」
を
開
催
中
で
す
。
ぜ
ひ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

：

キ
ョ
ロ
ロ
 

 
 
 
 
 
☎
５
９
５

�

８
３
１
１

■
問
合
せ

：

学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

○
知
育

：

９
年
間
の
系
統
的
な
指
導

計
画
の
作
成
や
児
童
生
徒
が
自
ら
学

ぶ
力
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
中
学
校
の
補
習
授
業
に
小
学

校
教
員
が
い
っ
し
ょ
に
指
導
す
る
な

ど
の
乗
り
入
れ
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

○
徳
育

：
自
立
す
る
力
や
人
間
関
係

を
作
る
力
な
ど
を
柱
と
す
る
「
中
里

の
子
を
育
て
る
た
め
の
能
力
・
態
度

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
つ
の
小
学
校
が
全
て
の
学

年
で
そ
れ
ぞ
れ
交
流
し
た
り
、
小
学

５
・
６
年
生
と
中
学
１
年
生
が
交
流

し
た
り
、
保
育
園
の
保
育
士
を
含
め

て
小
・
中
学
校
教
員
が
情
報
交
換
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

○
体
育

：

忍
耐
力
、
向
上
心
、
意
欲

を
高
め
る
体
育
指
導
や
、
保
育
園
と

連
携
し
て
家
庭
で
テ
レ
ビ
を
見
な

い
日
を
設
け
る
な
ど
、
自
律
的
な
生

活
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

○
小
・
中
学
校
の
立
地
状
況

　
中
学
校
区
内
に
あ
る
小
学
校
３
校

が
中
学
校
と
離
れ
て
い
る
、
小
中
一

貫
教
育
の
連
携
型
の
モ
デ
ル
で
す
。

保
育
園
を
含
め
た
小
学
校
同
士
の
連

携
が
以
前
か
ら
進
ん
で
い
ま
す
。

○
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿

　
ふ
る
さ
と
中
里
と
中
里
の
人
を
愛

し
、
自
信
を
も
っ
て
自
分
と
地
域
の

将
来
を
切
り
開
い
て
い
く
子
ど
も

○
重
点
目
標

　「
学
力
の
向
上
と
不
登
校
の
解
消
」

を
重
点
目
標
と
し
、
①
確
か
な
学
力

を
育
成
す
る
こ
と
で
、
学
校
生
活
へ

の
自
信
や
意
欲
を
高
め
る
、
②
き
め

細
か
な
内
面
の
理
解
や
寄
り
添
う
支

援
・
指
導
、
社
会
性
の
育
成
に
よ
り
、

不
登
校
を
減
少
さ
せ
る
、
③
体
力
・

精
神
力
、
健
康
の
向
上
に
よ
り
、
が

ま
ん
す
る
心
や
挑
戦
す
る
心
を
育
成

す
る
た
め
に
、
知
育
・
徳
育
・
体
育

の
調
和
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

下
条
・
川
西
・
中
里
・
松
代
の
モ
デ
ル
中
学
校
区
の
試
行
状
況
を

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
�
第
３
回

：

中
里
中
学
校
区

◆材　料（２人分）

・米（魚沼産コシヒカリ）…１合（160g）

・水… 200cc

・新しょうが…30ｇ

・油揚げ…10ｇ

・しょうゆ…少々

・いりごま（白）…少々

・三つ葉…適量

　　・酒…大さじ1/2（8ｇ）

Ａ　・塩…小さじ1/3（2ｇ）

　　・こんぶ茶…少々（1ｇ）

ゆるキャラまつりin彦根
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　越後妻有交流館キナーレ「明石の湯」では、11月26
日㈯、入館者100万人を達成しました。平成15年７月に
オープン以来、８年４か月で達成となりました。100万
人目の幸運に輝いたのは、南中学校剣道部の14人。同
部は「３年生を送る会」で顧問の先生や保護者と同館を
訪れて記念すべき瞬間に立ち会いました。決定の瞬間の
記念セレモニーでは、関口市長から花束や地場産品詰め
合わせセットなどがプレゼントされ、花束を受け取った
部長の桑原美咲さん（３年）は、「とてもびっくりして
います。思い出に残る三送会になりました」と笑顔で喜
びを話しました。

キナーレ「明石の湯」100万人達成！

　11月19日㈯・20日㈰に、雑貨屋「家楽（昭和町４）」大
嶋さんの主催で、ユニークな手作りイベント「手で食べてみ
よう〜南インド料理の会〜」がありました。これは、昔は子
どもたちの遊び場だったお寺の広い空間を利用して、珍しい
南インド料理をバナナの葉に盛り付け、楽しく手で食べてみ
ようと企画されたもの。手で食べる南インド料理とは、どん
なものか。想像がつかないだけにとても楽しみでした。会場
の不動尊本城院護国寺（本町１）には、赤ちゃんから大人ま
で、雨の中たくさんの参加者が集まりました。テーブルの上
には、大きなバナナの葉。埼玉から来た料理人・とらさん夫
妻が22種もの料理を並べてくれました。子どもたちの「い
ただきます」の声を合図に、ぎこちなく右手だけで食べ始め
ると、“甘い、すっぱい、辛い、カリカリ、しっとり”。いろ
んな味が指先からも伝わってくる気がして、ほんとに楽しい
時間でした。（市民リポーター：門脇洋子さん）

手で食べてみよう～南インド料理の会～

　東京駅八重洲中央口近くの歩道に尾台榕堂の記念碑が建立され、10月29日㈯に除幕式が行われました。除幕
式には、東京都中央区から議長ほか行政関係者、十日町市からは関口市長をはじめ県議や市議、このほか東京十
日町会の皆さんなど約110人が参加しました。記念碑の建立は尾台榕堂没後140年記念事業の一つとして住居跡
地に実行委員会が建立。ブロンズ像は藤巻秀正さん（島・74歳）が制作しました。尾台榕堂は1799年に中条下
町で生まれ、16歳で江戸に出府し、徳川幕府の侍医として活躍した名医です。榕堂は48巻の医学書などを世に
残し、現在でも漢方医学のテキストとして生かされている書物もあります。市議で事務局の吉村重敏さんは、「ブ
ロンズ像は人の手でなでると美しくなります。東京に行った際はぜひ見てもらい、大いに触ってください」と話
していました。

十日町市の偉人　尾台榕堂記念碑建立

（出典：実行委員会リーフレット）

尾台榕堂之碑への行き方

　東京駅八重洲中央口から約180メート

ル、徒歩３分。柳通りの八重洲ダイビルそ

ばにあります。八重洲地下街からは八重洲

地下２番通り25番出口。

　11月29日㈫から12月４日㈰までの６日間、情報館で
「高校写真部による東日本大震災復興応援プロジェクト」
の写真展が開催されました。このプロジェクトは、十日
町総合高校写真部が中心となった同プロジェクトを誘致
する会によるもので、埼玉栄高校写真部の「写真の力で
被災地に何かをしよう」という思いから始まり、全国の
高校27校の写真部が参加しています。県内では十日町
総合高校と中越高校の写真部がプロジェクトチームとし
て活躍、全国約2,200枚のうち約1,100枚のメッセージ
が情報館に展示されました。部長の中島ちひろさんは、

「小学５年生のときに中越大震災で多くの人にお世話に
なりました。メッセージを届けることで少しでも被災地
の皆さんが元気になることを願っています」と話しまし
た。（市民リポーター：金子又市さん）

　12月22日㈭から１月５日㈭の２週間にわたり、姉妹
都市のイタリア・コモ市に富井千晶さん（馬場３・長岡
高校２年）が交換留学生として派遣されています。これ
は十日町・コモ姉妹都市交流協会がコモ市の交流団体フ
ァミリア・コマスカ協会と連携して行うもので、今回が
６回目となります。12月14日㈬に開催された壮行会で
富井さんは、「クリスマスの時期に留学できてとても楽
しみです。たくさんの思い出を作り、ホームステイ先の
家庭とも親交を深めていきたい」と抱負を語りました。
また、ファミリア・コマスカ協会では３月の震災以降、
コモ市や民間団体などと協力して募金活動を行い、長野
県北部地震で被害を受けた十日町市民のためにと、11
月に15,000ユーロ（1,586,370円）が義援金として送
られています。

届けよう！私たちの思い！～写真で被災地支援～

コモ市へ交換留学生派遣

東　

京　

駅

　東京国際●
フォーラム

●
丸
ビ
ル

八重洲中央口

尾台榕堂の碑

外
堀
通
り

柳
通
り

中
央
通
り

八重洲通り■八重洲ダイビル

富井千晶さん（写真右）と十日町・コモ姉妹都市交流協会副
会長の村尾隆さん
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事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

　代 表 者：代表取締役社長　大嶋　太郎
　所 在 地：十日町市四日町新田222-5　☎757-9191
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.tiara.or.jp/~taro/
　従業員数：51人
　事業内容：水回り設備やオール電化設備の販売取付、リフ

ォーム工事、陶磁器・
　　　　　　贈答ギフトの販売など
　採用計画：工事経験者１人
　　　　　　経理経験者１人
　理念/方針：お客様の立場に立ち、
　　　　　　お客様に信頼され、お
　　　　　　客様に喜ばれるように

　代 表 者：代表取締役　村山　茂郎
　所 在 地：十日町市下条１丁目137-1
　連 絡 先：☎756-2458
　従業員数：19人（ほか内職者35人）
　事業内容：電源コード、ハ
　　　　　　ーネス組み立て、
　　　　　　リード線加工
　採用計画：未定
　理念/方針：和を信条とする

株式会社　美佐伝 株式会社　ホクエツハーネス

株式会社 美佐伝

その37

戦前は銭湯を営んでいましたが、戦後間もない昭和21年にせともの屋を

開業。創業後はタイルや風呂釜などの販売、その後、水回り設備機器の取付

けや水道工事も手掛けるようになりました。現在、せともの屋の個店として

は、県内最大規模の売り場面積と品ぞろえで、市外のお客さんも増えていま

す。今年からは楽天によるネット販売を始め、市外への情報発信にも力を入

れています。またトイレや浴室、台所などの水回り設備機器やオール電化設

備などの販売・取り付け、配管工事、リフォーム工事など幅広いサービスを

提供しています。社内のショールームでは実際に水回り設備を見て触れること

ができます。メーカーとの直接取引で良い商品を安く提供し、休日でも修理の

依頼に対応するなど、お客様の安心と信頼を大切にしています。このような取

り組みが評価され、市内での下水道宅地内接続工事の実績数が第１位となって

います。今後もリフォームや設備機器のメンテナンスサービスの充実、特色あ

る商品を販売することで暮らしに快適さを提供していきます。

〜水回り設備機器などの販売・取付けや住宅のリフォーム工事など設備工事全般
と、陶磁器・小物雑貨などの販売を行っています。良いものをより安く、ア
フターサービスも万全に、今後も快適な生活環境づくりをお手伝いします〜

株式会社
ホクエツハーネス

〜電化製品の各種電源コードやハーネスなどの加工・組み立てを行っています。
多品種小ロット生産に対応し、安定した品質を保つことで海外製品との差別化
を図り、蓄積された技術を生かした新たな製品づくりを目指していきます〜

創業は平成10年。テレビの電源コードなどを生産していましたが、現在

は電化製品のほか電動工具用など多種多様な電源コードを中心に生産してい

ます。電源コードを生産している事業所は県内でも２〜３社しかありません。

電源コードの生産工程は、「電線の切断」「先端の皮むき」「差し込み刃の圧

着」「プラグの射出成型」「通電検査」となり、月に約30万本を県外メーカ

ーに直送しています。プラグは自社所有のオリジナル金型が21種類あるほ

か、メーカー指示の金型もあり、多品種少量生産に対応しています。また細

かい作業工程は手作業処理を行い、徹底した工程管理で品質の安定化、納期の

厳守に努め、海外製品との差別化を図っています。女性社員が６割以上を占め、

細かい作業の中心的な役割を担い、女性ならではのパワーと明るさで会社に活

力を与えています。現在の社会的ニーズを反映し、医療用ベッドの電源コード

や太陽光発電用中継ユニットケーブルの受注が増加しています。今後も蓄積さ

れた技術を生かした新たな製品づくりに取り組んでいきます。

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
各
種
イ
ベ
ン
ト

第
14
回
と
お
か
市

〜
き
ょ
う
は
１
１
０
番
の
日
〜

【
第
６
回
限
界
に
挑
戦
〜
未
知
な

る
自
分
の
限
界
〜
】
●
日
時
＝
１

月
９
日
（
成
人
の
日
）
午
前
８
時

〜
午
後
１
時
●
対
象
＝
25
ｍ
以
上

泳
げ
る
人
●
参
加
費
＝
５
０
０
円

●
申
込
み
期
限
＝
１
月
５
日
㈭

【
新
年
初
泳
ぎ
無
料
開
放
】
●
日

時
＝
１
月
３
日
㈫
午
前
10
時
〜
午

後
５
時

【
年
末
年
始
の
休
館
日
】
●
期
日

＝
12
月
28
日
㈬
〜
１
月
２
日
㈪

●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十

日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）

 「森の学校」キョロロ
１月の里山体験プログラム

●入館料：大人500円、小・中・高生
　300円（市内小・中学生は無料）
●参加費：大人500円、小・中・高生
　300円
●集合・問合せ：キョロロ ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

８日㈰
午前10時〜正午：若木迎え・どんど
焼き、正午〜午後１時：花餅祭り

（入館料のみ）

９日㈷・22日㈰　午後１時〜２時30分
里山の生き物探検

28日㈯　午前８時30分〜 11時30分
探鳥会（無料）

男
女
の
出
会
い

ス
ノ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
in
十
日
町

　
雪
原
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い

て
散
歩
し
た
り
、
ラ
ン
チ
や
語
ら

い
を
し
た
り
し
て
、
す
て
き
な
出

会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
●
日

時
＝
１
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
受
付
９
時
30
分
）
●
会

場
＝
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
●
対
象
＝
男

　
柳
家
喬
太
郎
、
三
遊
亭
白
鳥
、

入
船
亭
扇
辰
の
真
打
ち
三
師
匠
に

よ
る
夢
の
落
語
会
。
入
場
料
は
い

ず
れ
も
前
売
り
１
、５
０
０
円（
当

日
１
、
８
０
０
円
）
で
す
。

【
第
20
回 

上
野
寄
席
楽
習
】
●
日

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区

介
護
者
の
交
流
会

　
温
泉
や
お
し
ゃ
べ
り
で
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
介
護
の

ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
●
日
時
＝
１
月
９
日
（
成

人
の
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

●
会
場
＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯
●

参
加
費
＝
無
料
※
入
館
料
と
昼
食

代
は
各
自
で
負
担
（
昼
食
は
売
店

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
）
●
問
合

十
日
町
市
消
防
出
初
式

●
日
時
＝
１
月
８
日
㈰
午
前
11
時

〜
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
※
当
日
は

午
前
８
時
に
市
内
各
所
で
、
召
集

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
、
半
鐘
の
点
打

な
ど
が
あ
り
ま
す
●
問
合
せ
＝
十

日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
消
防

団
係
（
☎
７
５
７
―
１
５
５
６
）

性
30
〜
49
歳
、
女
性
20
歳
以
上
※

男
女
共
に
独
身
に
限
る
●
参
加
費

＝
３
、
０
０
０
円
（
当
日
持
参
）

●
定
員
＝
各
15
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
●
応
募
方
法
＝
１

月
６
日
㈮
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
商
工
会
議

所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
ケ
ヤ
キ
と
ワ
ラ
で
小
屋
（
バ
イ

ト
ウ
）
を
造
り
、
中
で
い
ろ
り
を

囲
ん
で
集
落
総
出
の
祝
い
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
最
後
は
小
屋
を
燃
や

し
、
立
ち
上
る
炎
の
姿
で
一
年
の

作
柄
を
占
い
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り

ま
す
。
30
ｍ
以
上
の
火
柱
が
上
が

奇
祭 

大
白
倉
バ
イ
ト
ウ

　
十
日
町
の
冬
の
風
物
詩
。
チ
ン

コ
ロ
や
昔
な
が
ら
の
竹
細
工
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。
●
日
時
＝
１
月

10
㈫
・
15
日
㈰
・
20
日
㈮
・
25
日

㈬
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
頃
●
会

場
＝
諏
訪
町
通
り
●
交
通
規
制
＝

開
催
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
の
間
、
車
両
通
行
止
め
※
駐

車
場
は
市
民
体
育
館
周
辺
●
問
合

せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎
７
５
７
―

３
１
０
０
）

節
季
市
（
チ
ン
コ
ロ
市
）

る
光
景
は
圧
巻
で
す
。
●
日
時
＝

１
月
14
日
㈯
午
後
５
時
〜
（
点
火

予
定
は
８
時
30
分
頃
）
●
会
場
＝

大
白
倉
公
民
館
付
近
●
問
合
せ
＝

市
観
光
協
会
川
西
支
部
（
☎
７
６

８
―
４
９
５
１
）

初
笑
い
！
三
師
匠
夢
の
響
演
会

時
＝
１
月
14
日
㈯
午
後
２
時
〜

（
開
場
１
時
30
分
）
●
会
場
＝
上

野
保
育
園
※
飲
み
物
・
特
製
グ
ッ

ズ
・
抽
選
付
き
●
問
合
せ
＝
清
水

フ
ー
ド
だ
い
も
店
（
☎
７
６
８
―

３
６
３
０
）

【
第
13
回 

初
笑
い
下
条
寄
席
】
●

日
時
＝
１
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
（
開
場
１
時
）
※
入
浴
券
付

き
●
会
場
・
問
合
せ
＝
み
よ
し
の

湯
（
☎
７
５
６
―
２
３
４
４
）

　
十
日
町
警
察
署
員
に
よ
る
寸

劇
シ
ョ
ー
や
パ
ト
カ
ー
の
展
示
、

あ
っ
た
か
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
な
ど
楽

し
く
て
た
め
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
盛

り
だ
く
さ
ん
。
●
日
時
＝
１
月
10

日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
●
場

所
＝
中
心
商
店
街
、
本
町
分
庁
舎

●
問
合
せ
＝
商
店
街
に
ぎ
わ
い
研

究
所
（
☎
７
６
１
―
７
２
３
０
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
県
内
の
お
年
寄
り
世
帯
の
除
雪

作
業
な
ど
を
手
伝
う
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●

応
募
方
法
＝
新
潟
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
●
問
合
せ
＝
新

潟
県
地
域
政
策
課
雪
対
策
室
（
☎

０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
６
）

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス

コ
ッ
プ
」
メ
ン
バ
ー
募
集

　
12
月
は
市
・
県
民
税
第
４
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
９
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
９
期
及
び

介
護
保
険
料
第
９
期
の
納
付
月
で

す
。
期
限
（
１
月
４
日
）
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務

課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉
課

12
月
の
納
税
・
納
付

１
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
１
日
㈷
〜
３
日

㈫
・
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
１
日
㈷
〜
３
日
㈫
・
９
日

㈷
・
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
１
日
㈷
〜
４
日
㈬
・

10
日
㈫
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30

日
㈪

●
情
報
館
＝
１
日
㈷
〜
３
日
㈫
・

10
日
㈫
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30

日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
１
日
㈷
〜
３

日
㈫
・
17
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
１
日
㈷
〜

３
日
㈫
・
毎
週
水
曜
日

むし歯のないよい歯の子
11月の３歳児健診を受けた子33人

※保護者の承諾を得て掲載しています

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
１
日
㈷
〜

３
日
㈫
・
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
10
日
㈫
・
17
日
㈫
・

24
日
㈫
・
31
日
㈫

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
１
日
㈷
〜

３
日
㈫
・
毎
週
火
曜
日

　
１
月
は
、十
日
町
駅
地
下
道「
市

民
の
い
こ
い
の
広
場
」
に
水
沢
中

学
校
区
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）

十
日
町
駅
地
下
道
に

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

　
千
手
温
泉
千
年
の
湯
で
は
露
天

風
呂
の
改
修
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、工
事
が
終
わ
り
12
月
23
日（
天

皇
誕
生
日
）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
●
問
合
せ

＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６

８

｜

２
９
８
８
）

千
手
温
泉
千
年
の
湯

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
１
月
の
開
催
予
定
で
す
。
○
は

保
護
者
の
み
の
参
加
で
す
が
、
◎

は
学
区
内
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
●
日
時
・
会
場

小
中
一
貫
教
育
説
明
会

　
新
潟
県
で
は
降
雪
量
予
測
情
報

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.c

h
iik

i.p
re

f.n
iig

a
ta

.jp
/

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。
●
対
象
＝
新
成
人
の
人
ま

た
は
高
校
生
以
上
の
人
な
ら
ど
な

た
で
も
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
１

月
27
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

成
人
式
の
お
知
ら
せ

　
24
年
度
の
十
日
町
市
成
人
式
は

５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
に
行

い
ま
す
。
市
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
新
成
人
に
は
、
２
月
下
旬
に

案
内
文
書
を
送
付
す
る
予
定
で

す
。
市
内
に
住
民
登
録
が
な
い
人

は
生
涯
学
習
課
ま
た
は
地
区
公
民

館
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日

案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。
●
該

当
者
＝
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平

成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
成
人
式
実
行
委
員
ス
タ
ッ
フ
募

集
】
成
人
式
を
企
画
運
営
す
る
ボ

＝
○
17
日
㈫
午
後
１
時
15
分
〜
川

治
小
学
校
（
学
習
参
観
懇
談
会
）

◎
17
日
㈫
午
後
３
時
〜
馬
場
小
学

校
（
学
習
参
観
懇
談
会
）
●
問
合

せ
＝
学
校
教
育
課
（
☎
７
５
７
―

３
３
３
６
）

雪
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

せ
＝
平
野
（
☎
７
６
８
―
２
９
０

８
）

土
地
を
売
却
し
ま
す

「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

で
、
国
税
庁
長
官
賞
の
名
前
が
春

日
友
里
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
春
日
友
理
さ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
15
ペ
ー
ジ
「
ぐ
る

り
中
里
た
か
ら
探
し
」山
崎
編
で
、

神
社
の
名
称
が
山
崎
諏
訪
神
社
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

山
崎
神
社
で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
市
報
12
月
10
日
号
12
ペ
ー
ジ

●
土
地
＝
十
日
町
市
春
日
１
７
８

番
（
６
５
７
・
14
㎡
）
●
売
払
い

方
法
＝
一
般
競
争
入
札
（
価
格
は

公
表
し
ま
せ
ん
）
●
現
地
説
明
日

時
・
集
合
場
所
＝
１
月
17
日
㈫
午

前
11
時
・
信
濃
川
河
川
事
務
所
十

日
町
出
張
所
（
現
地
説
明
に
参
加

し
な
い
と
、
入
札
に
参
加
で
き
ま

情報館 １月のテーマ図書

※テーマは一部変更したり追加したりする場合が
あります

■問合せ：情報館　☎750-5100

「大笑」（笑う門には福来る。『ねにもつタイプ』

『世界でもっとも阿呆な旅』など読めば笑いが

こぼれる本を紹介します）

「１月に１から読みたい１冊」（『ＲＤＧ（レッ

ドデータガール）』『ローマ人の物語　１』など、

シリーズものの初めの１冊を紹介します）

「スターになりたい」（『犬のジミーはバレエ・

スター』『まじょ子のおしゃれプリンセス』な

どスーパースターをめざすお話を紹介します）

「ダイアナ・ウィン・ジョーンズを読む」（『ハ

ウルの動く城』の原作で知られるダイアナ・ウ

ィン・ジョーンズの作品を紹介します。※12

月20日㈫から展示しています）

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

　最近、次のような相談が増えています。

【事例】市役所の職員を名乗り、「医療費の還付金が４万円あります。

１時間以内に手続きが必要です。社会保険事務局に電話してくださ

い」と電話があった。教えられた電話番号にかけると「通帳とキャ

ッシュカードを持って近くのスーパーのＡＴＭに行ってください。

ＡＴＭに着いたら携帯電話から電話を下さい」と言われた。急いで

ＡＴＭに行き電話をした。そして指示通りにＡＴＭを操作した。後

日、通帳を確認したらどこかに20万円を振込んでいた。詐欺だ。

【アドバイス】３〜４年前に全国的に流行した手口です。今回は、

地域ごとに短期間に集中して被害が発生しています。「今日中」「１

時間以内」などと還付の手続きをせかし、周囲に相談する余裕を与

えません。また、「振り込め詐欺」対策を取っている銀行などの金

融機関を避け、スーパーやコンビニなどのＡＴＭへ誘導するケース

が目立ちます。おかしいなと思ったら、すぐに相談してください。

●相談時間：平日　午前９時〜午後４時

●問合せ：市消費生活相談窓口（産業振興課内☎757-3740）

だまされないで！！還付金詐欺にご注意！！

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
警
察
・
県
教
育
委
員
会
【
企
業

編
】
●
１
月
15
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時
●
会
場
＝
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）
●
対
象
＝
平

成
25
年
3
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業

予
定
者
●
参
加
企
業
＝
40
社
（
予

定
）
●
問
合
せ
＝
い
ず
れ
も
新
潟

県
労
政
雇
用
課
（
☎
０
２
５
―
２

８
０
―
５
２
７
０
）

「
新
潟
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
」
及
び
「
新

潟
生
活
」
を
定
期
的
に
発
行
し
、

登
録
し
た
保
護
者
の
自
宅
へ
無
料

で
送
付
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
ニ
イ
ゲ
ッ
ト
」
か
ら
も

閲
覧
や
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

【
Ｙ
Ｏ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
２

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
】
官
公
庁
及
び
県
内
企

業
に
よ
る
東
京
で
の
合
同
就
職
説

明
会
。
※
申
し
込
み
不
要
、
入
退

場
自
由
【
官
公
庁
編
】
●
日
時
＝

１
月
14
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後
５

時
●
会
場
＝
東
京
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
（
東
京
都
港

区
）
●
参
加
機
関
＝
県
・
新
潟
市
・

【
県
外
に
進
学
な
ど
し
た
子
ど
も

を
持
つ
皆
さ
ん
へ
〜
新
潟
Ｕ
タ
ー

ン
情
報
誌
の
無
料
送
付
〜
】
県
で

は
、
県
内
企
業
の
採
用
動
向
や
県

内
で
の
暮
ら
し
情
報
を
掲
載
し
た

y
u
k
i/

）
や
携
帯
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w

w
.c

h
iik

i.p
re

f.n
iig

a
ta

.jp
/

y
u
k
i/k

/

）
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
提
供
期
間
＝
３
月
31
日
㈯
ま
で

※
毎
日
午
前
10
時
、
午
後
４
時
更

新
●
問
合
せ
＝
新
潟
県
地
域
政
策

課
雪
対
策
室
（
☎
０
２
５
―
２
８

０
―
５
０
９
６
）

　
10
月
７
日
か
ら
、
新
潟
県
最
低

賃
金
は
時
間
額
６
８
３
円
と
な
り

ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
、
県
内
す

べ
て
の
使
用
者
と
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
新
潟
労

働
局
賃
金
室
（
☎
０
２
５
―
２
３

４
―
５
９
２
４
）
ま
た
は
十
日
町

労
働
基
準
監
督
署
（
☎
７
５
２
―

２
０
７
９
）

新
潟
県
最
低
賃
金
は
時
間
額

６
８
３
円

せ
ん
）
●
入
札
日
時
・
場
所
＝
１

月
26
日
㈭
午
前
11
時
・
信
濃
川
河

川
事
務
所
（
長
岡
市
信
濃
１

−

５

−

30
）
●
問
合
せ
＝
国
土
交
通
省

北
陸
地
方
整
備
局
信
濃
川
河
川
事

務
所
経
理
課
（
☎
０
２
５
８

｜

３

２

｜

３
０
２
１
）

よい歯の子 住　所 保護者

鷲 澤 澄
すみ

鈴
れ

（高田町３東） 真路

林 　 莉
り

央
お

（千代田町） 健蔵

桐 生 実
み

和
わ

（八幡田町） 和久

長 南 美
み

佐
さ

希
き

（上川町） 英則

佐 藤 花
は

菜
な

乃
の

（上川町） 一樹

小 海 流
る

唯
い

（五軒新田） 建

福 原 　 成
なる

（川治上町２） 末夫

浅 井 俐
り

乃
の

（川治内後２） 廷迅

中 島 亜
あ

依
い

紗
さ

（妻有町西１・２） 基宏

茂 野 百
もも

花
か

（谷内丑２） 勇

滝 沢 大
ひろ

翔
と

（谷内丑２） 陽一

平 野 鼓
こ

太
た

郎
ろう

（高山３） 優介

岡 村 　 慎
しん

（錦町１） 賢吾

岡 村 樹
じゅ

琳
りん

（桜木町） 宏樹

藤 巻 颯
そう

汰
た

（高田町４） 和浩

遠 田 　 凛
りん

（寿町２・３） 雅也

池 田 　 蓮
れん

（寿町２・３） 勝弥

野 上 風
ふう

花
か

（高島２） 春樹

大 渕 乙
おと

葉
は

（下条栄町） 晃

宮 澤 凛
り

空
く

（伊達４） 宏明

柳 　 美
み

月
つき

（大黒沢１） 義高

櫃間 友
ゆ

莉
り

菜
な

（伊友） 英樹

岩 坂 咲
さ

来
ら

（みのり団地） 英二

南 雲 　 空
そら

（田沢本村） 貴裕

樋 口 奏
かな

斗
と

（白羽毛） 徹

小 堺 奏
そ

良
ら

（松代） 裕一

若 井 悠
ゆう

香
か

（松代） 悠里

宮 澤 咲
さ

葵
き

（青葉） 和也
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の相談の問合せ

▼
十
日
町
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
合

併
前
の
旧
市
町
村
の
広
報
紙
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
番
年
月
の
古
い
も
の

は
、
昭
和
23
年
９
月
10
日
号
か
ら
の
旧
松

代
町
の
「
公
民
館
新
聞
」
で
、
手
書
き
原

稿
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
50
年
前
の
昭
和

36
年
の
各
地
域
の
広
報
紙
で
は
、
９
月
に

第
二
室
戸
台
風
が
襲
い
、
住
宅
や
農
作
物

に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
な
ど
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
社
会
情
勢
や
行
政
情

報
な
ど
、
貴
重
な
歴
史
資
料
で
も
あ
り
ま

す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ク
リ
ッ
ク

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
師
走
に
な
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬

将
軍
の
到
来
で
す
。
振
り
返
れ
ば
、
今
年

は
豪
雪
、
地
震
、
豪
雨
と
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
一
年
で
し
た
。
来
年
は
明
る
い
話
題

満
載
の
一
年
に
し
た
い
で
す
ね
。
寒
さ
が

厳
し
い
季
節
を
迎

え
ま
す
。
皆
さ
ん
も

健
康
で
良
い
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

▼
1
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
長
か
っ

た
よ
う
で
と
て
も
短
く
感
じ
た
1
年
で

し
た
。
1
月
の
大
雪
に
始
ま
り
、
3
月
11

日
午
後
発
生
し
た
、
東
日
本
大
震
災
、
翌

12
日
未
明
に
発
生
し
た
長
野
県
北
部
地

震
。
7
月
末
に
は
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
災

害
と
1
年
に
3
回
も
、
十
日
町
市
に
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
大
変
な

年
で
し
た
。「
何
気
な
い
生
活
・
普
段
ど

お
り
の
生
活
」
と
い
う
言
葉
が
本
当
に
大

切
だ
と
感
じ
た
1
年
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

▼
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
。
ど
の
よ
う
な
1

年
を
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
来
年
も

皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
1
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。
と
り
あ
え
ず
、
暖
冬
小
雪
と

災
害
の
な
い
年
で

あ
る
こ
と
を
祈
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

（十）山口医院 袋町中 752-2174

川西診療所 高原田（川西） 768-2034

（下）山口医院 下条中央通り 755-2003

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

庭野医院 寿町４ 752-2711

上村病院 田中（中里） 763-2111

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

たかき医院 土市５ 758-2361

石川医院 津南町上郷 766-2061

(せ) (久)

●診療時間：午前８時30分〜午後５時
※昼休み時間が医療機関により異なりますので、午
　後の診療開始時間は問い合わせてください

●休日救急医

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

25日㈬
午後１時
　〜１時30分

23年９月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

26日㈭
午前９時
　〜９時30分

23年３月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

18日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年７月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

25日㈬
午前９時
　〜９時30分

21年７月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

19日㈭
午後１時
　〜１時30分

20年７月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください

●乳幼児健診

29日㈰

22日㈰

15日㈰

１日㈷

９日㈷

２日㈪

３日㈫

８日㈰

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ６日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 20日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）
受付時間　午前９時45分〜 10時
　　　　　直接会場へおいでください
持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

期　日 会　　場 受付時間

10日㈫ 川西庁舎 午前9時〜 11時

12日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜 11時30分

16日㈪・23日㈪ 十日町保健センター（市役所隣） 午前9時30分〜 11時30分

16日㈪ 松代庁舎 午前9時〜 11時

20日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜 11時30分

23日㈪ 松之山庁舎 午前9時〜 11時30分

27日㈮
中条公民館 午前9時30分〜 11時30分

下条公民館 午前9時30分〜 11時30分

30日㈪ 中里庁舎 午前9時〜 11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

期　日 会　　場 受付時間

10日㈫ 中里 子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜 11時

11日㈬ 千手中央コミュニティセンター 午前９時30分〜正午

12日㈭
十日町 子育て支援センター「くるる」 午前10時〜 11時30分

松之山 子育て支援センター「にこにこ」午前９時〜 11時

24日㈫ 松代 子育て支援センター「すくすく」 午前９時〜 11時30分

24日㈫ 十日町 子育て支援センター「くるる」
午前10時〜正午
午後１時30分〜３時

●乳幼児の相談 対象は乳幼児とその保護者です

〔健康相談〕

〔育児相談〕

※家庭相談員による相談のための身体計測は行いません

●ちびっこひろば

 おはなしたまてばこ
●日　時　12日㈭　午前10時〜 11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」
●日　時　28日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
　１月はお休みです。

●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしぴよぴよ
●日　時　７日㈯・14日㈯・21日㈯　
　　　　　午前10時30分〜 11時
●対　象　乳幼児　
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしひろば
　１月はお休みです。

●会場・問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　12日㈭・19日㈭・26日㈭ 
　　　　　午前10時〜 11時 
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　

　ジョブカフェながおか（☎0258-38-6181）へ要予約

　６日㈮　午前10時〜午後３時 （本町分庁舎）

●法律相談
　市民生活課市民年金係（☎757-3116）へ要予約

　毎週木曜日※５日㈭を除く

　午後１時30分〜４時（本庁相談室）

●行政相談
13日㈮　午前10時〜正午（本庁相談室）

　18日㈬　午後１時30分〜３時（はあとふる川西）

21日㈯　午後１時30分〜３時30分（中里庁舎）

●定例年金相談
　12日㈭・26日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時

　（クロス10）

●多重債務相談（借金トラブル）
　解決策はあるはずです。まずは相談してみませんか。

　市消費生活相談窓口（☎757-3740）へ要予約

　11日㈬　午後１時30分〜４時30分（本庁相談室）

●消費生活相談電話（買い物や契約で困っている人）
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）

　午前９時〜午後４時　☎757-3740

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日は要予約・年末年始を除く）

　午前９時〜午後５時（教育センター・川西庁舎内）

　※電話相談（☎756-5010）や訪問も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）

　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●手話奉仕員窓口配置
　日時：16日㈪　午前11時〜午後３時
　配置場所・問合せ：福祉課　☎757-3782

●日　時　10日㈫・17日㈫・24日㈫・31日㈫
　　　　　午前10時〜 11時
●会　場　サンクロス十日町
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

　１月はお休みです。

●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

●こころの健康相談
不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。※要予約

●日　時　25日㈬　午後２時〜４時　

●会　場　工房なかさと

●医　師　須賀医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係　☎757-9764

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　７日㈯　午前10時30分〜 11時30分
●会場・問合せ　加賀書院　☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

心配ごと相談 ●問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日※５日を除く
▽中里支所　　20日㈮　 
※川西、松代、松之山は随時受け付けています

　１月は献血バスが来ません。

　献血ルームでの献血（特に400㎖）にご協力をお

願いします。

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

24市報とおかまち　平成23年12月25日号市報とおかまち　平成23年12月25日号25

2012年 １月 January 2012年 １月 January



　
こ
の
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
は
、
中
里
総
合
ク

ラ
ブ
Ｙ

ヨ

ー

ベ

Ｏ
ー
Ｂ
Ｅ
（
代
表

：

杉
谷
清
之

さ
ん
）
が
実
施
し
た
「
輝
い
て
☆
十
日

町
・
津
南
」
が
前
身
の
活
動
で
、
地
元
の

若
者
が
集
ま
る
場
を
作
る
こ
と
が
目
的
で

し
た
。
し
だ
い
に
、
集
ま
っ
た
パ
ワ
ー
を

社
会
に
生
か
す
思
い
が
膨
ら
み
、
同
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　「
当
初
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
学
校
建

設
が
目
標
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
と

い
う
大
き
な
災
害
が
起
き
、
そ
の
被
災
地

へ
の
支
援
が
こ
の
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
深
山
恭
介
さ
ん
（
清
田
山
・
23

歳
）。
６
月
中
旬
か
ら
本
格
的
に
栽
培
を

開
始
し
、
降
雪
前
ま
で
月
２
回
の
ペ
ー
ス

で
活
動
し
ま
し
た
。
休
耕
地
と
い
う
地
元

の
課
題
を
解
消
し
な
が
ら
被
災
地
支
援
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
毎
回
20
人
ほ
ど
の
参

加
者
の
表
情
は
充
実
感
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
森
谷
哲
郎
さ
ん
（
芋
川
・

27
歳
）
は
、「
下
準
備
や
作
物
の
普
段
の

管
理
が
大
変
で
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
す
が
、
温
か
い

手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
の
で
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
で
す
」
と
地
域
の
人
た
ち
の

支
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　「
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
収

益
を
増
や
し
て
支
援
に
つ
な
げ
た
い
」
と

メ
ン
バ
ー
全
員
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

₄₅

若
者
パ
ワ
ー
を
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
た
い

 
休
耕
地
を
活
用
し
�
収
穫
し
た
作
物
の
収
益
で
�
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
支
援

を
目
指
す
﹁
サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂�
メ
ン
バ
ー
は
若
者
が
中
心
で
�
市
内
だ
け

で
な
く
県
外
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
す
�地
域
の
人
た
ち
の
大
き
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
�

懸
命
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
�

●
問
合
せ
 
中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ
|
Ｂ
Ｅ

 
 
 
 
 
事
務
局
☎
７
６
１

�

７
４
７
４

サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　12月９日、周りの山々が雪化粧をする中、今年最後の収穫。出来上がっ
た作物は形や大きさがまばらですが、その全てに愛情が込められています。

　市内だけでなく近隣市町村、県外から
も作業をするために集まります。家族で
の参加もあり、参加者同士のつながりも
広がっていきます。

　10月のゆくら妻有収穫祭で
は、収穫したジャガイモとサツ
マイモを使ったニョッキを提
供。お客さんに活動の趣旨を説
明しながら販売しました。
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